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令和４年度工事請負契約監査報告書 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第５項の規定による監査を藤沢市監査基

準に基づき実施したので、同条第９項の規定によりその結果を次のとおり報告する。 

 

第１ 監査目標            公共工事の入札及び契約の適正性を検証する。 

第２ 監査対象       ２０２１年（令和３年）１０月１日から２０２２年（令和４年） 

              ７月３１日までに市が入札執行し、契約締結した工事請負契約 

第３ 監査の着眼点    （１）入札及び契約の過程並びに契約内容の透明性が確保されているか。 

             （２）入札に参加しようとし、又は契約の相手方になろうとする者の間 

の公正な競争が確保されているか。 

第４  監査実施日         ２０２３年（令和５年）１月２５日 

第５  監査を実施した委員  監査委員   中 川   隆 

              同      石 田 晴 美 

              同      東 木 久 代 

              同      吉 田 淳 基 

第６ 監査の主な実施内容 

１ 対象の抽出 

２０２１年（令和３年）１０月１日から２０２２年（令和４年）７月３１日までの１０か月

間に市が入札執行し、契約締結した工事請負契約 159 件の中から、入札方法、工種、契約金額

等を勘案して 7件（別表）を抽出した。 

２ 監査手続 

 （１） 入札及び契約の手続について、「入札・契約手続に関するチェックリスト」等により確認し

た。 

 （２） 当該 7 件に係る工事等施行兼契約施行決裁書、選考委員会議録、入札結果報告書、工事請

負契約書等の提出を求め、書類の閲覧、担当者への質問等により、業務及び書類作成が「藤

沢市契約規則」、「藤沢市契約事務等取扱規程」等に基づき適正に執行されているかどうか

について審査した。 

 （３） 財務部長、財務部契約課長、契約課課長補佐及び同課主任に対し、当該 7 件に係る条件付

き一般競争入札、受注希望募集型競争入札に係る入札参加資格の設定の経緯等について質疑

し、審議した。 

第７ 監査の結果 

監査を実施した範囲内においては、工事に係る入札及び契約は適正に執行されているものと 

認められた。 
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（別表） 

監査対象工事の概要 

工  事  名 入札方法 工事場所 
当初契約金額 

（単位：円） 

参 加 

業者数 
入札経緯 

辻堂南部放流管築造工事

（その４） 

条件付き 

一般競争入札 

藤沢市辻堂西海岸三

丁目地内 
355,278,000 

3 

(3) 

1回落札 

（保留） 

円行第二排水区雨水管渠

築造工事 

条件付き 

一般競争入札 
藤沢市亀井野地内 185,790,000 

3 

(3) 

1回落札 

（保留） 

第１収蔵庫・旧あずま保

育園園舎等解体工事 

受注希望募集

型競争入札 

藤沢市石川３９８４

番４他 
134,810,500 

11 

(11) 
1回落札 

片瀬漁港航路浚渫工事 
受注希望募集

型競争入札 

藤沢市片瀬海岸二丁

目２０番地先 
133,683,000 

4 

(4) 
1回落札 

藤沢市民病院西館５階母

児同室病床等設置工事 

受注希望募集

型競争入札 

藤沢市藤沢二丁目６

番１号 
22,546,700 

1 

(1) 
1回落札 

鵠沼30号線他1路線舗装打

換工事 

受注希望募集

型競争入札 

藤沢市南藤沢２１番

地先 
18,788,000 

13 

(2) 
1回落札 

女坂最終処分場集水塔階

段取替等工事 

受注希望募集

型競争入札 

藤沢市用田１５０番

地 
17,952,000 

1 

(1) 
2回落札 

 備考 

１ 当初契約金額には、消費税額及び地方消費税額を含む。 

２ 参加業者数の上段は入札参加の申請者数、下段の括弧内は入札書又は見積書の提出者数を表す。 

３ 辻堂南部放流管築造工事（その４）及び円行第二排水区雨水管渠築造工事については、最低価

格が調査基準価格に満たなかったため落札者の決定を保留し、藤沢市公共工事等低入札価格調査

委員会において落札者を決定した。 

 

（参考） 入札方法の種類 

・条件付き一般競争入札      ：設計金額が 1億 5千万円以上のもの 

・受注希望募集型競争入札    ：設計金額が 130万円を超え 1億 5千万円未満のもの 

・指名競争入札              ：受注希望募集型競争入札に適さない案件に限る 


